
「たちかわ創生総合戦略」の概要 

総人口の増減率（2010年比）の比較（～2060年） 

多摩地域は全国（地方）とほぼ同じスピードで 
人口減少が急速に進行する見通し 

本市では… 
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○ 総人口が2060年には12万3,800人にまで減少 

○ 2060年には市民の約５人に２人が65歳以上の高齢者 

○ 2040年には高齢者１人を現役世代1.6人で支える人口構造 

○ 通勤流入割合が約73％と高い本市にとって、周辺地域の人口 

    減少は労働力人口や交流人口の減少につながり、それが地域 

  内消費の減退や地域産業の縮小、若い世代の雇用の場の喪 

    失を招くおそれがある 

   

人口急減・超高齢社会における本市の姿 

総合戦略（裏面）の取組 

たちかわ創生で 
目指す将来の姿 

     

 2060年の総人口 

１４万人超を確保 
    

人口の将来展望 

 本市の人口の現状と人口減少が将来に与える影響等に関する認識を市民などと共有するとともに、  
 目指すべき将来の方向を示したもの １ 人口ビジョン 

【自然増減】合計特殊出生率と出生数 【社会増減】直近５年の純移動率（※） 

近年、「出生数の減少」と「若い世代の転出超過」の傾向 

※ 2010年１月１日、2015年１月１日現在の住民基本台帳人口（日本人のみ）等を用いて算出 



交流を中心に展開する「たちかわ創生」と４つの戦略 

 「人口ビジョン」で示した「2060年の総人口14万人超」を達成するため、今後５か年（2015～ 
 2019年度）の戦略や具体的な事業等をまとめたもの ２ 総合戦略 

基本姿勢 

  「たちかわ創生」では、「交流・ひと・しごと・まち」の４つの創生の中心に「交流」を据え、相互に関連させながら一体的に進めます 
これらの創生に戦略的に取り組むため、「４つの戦略」を定め推進することで、本市は多摩地域の中心のまちとしてさらなる発展を目指します 
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